
６月２４日（土）第六小の学校公開日に、 

「ことばときこえの公開相談」(９：００ ～ 

１１：００)を行います。市内の全小学校のご

家庭にお知らせを配布いたしました。 

公開相談では検査は行いません。施設見学

の他、ことばときこえについてのご心配への

アドバイスやご希望があれば検査の受付（検

査日は別日）をいたします。 

ことばときこえについてご心配なことがあ

ればお知らせを参考に、公開相談日にご来校

ください（予約不要です）。 

また、公開相談日以外でもことばときこえ

の相談は随時受け付けております。お電話だ

けでもお気軽にご相談ください。 

 

 

 

 

 

 

新緑の中、子どもたちは遠足や体育学習発表会の練習などに生き生きと参加しています。一つ一つの

学校行事を通して、さらに成長した姿を見せてくれることと思います。 

季節はもうすぐ梅雨に差し掛かります。この時期ならではの植物や生き物を見付けたりお気に入りの

レイングッズを準備したりして、ジメジメした梅雨を楽しく乗り切っていきたいものです。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
 
 
 
  

 

 

 

６月２４日（土）公開相談 9:00～11:00 
２６日（月）六小振替休業日◆ 

２７日（火）吃音グループ指導 15:30～▽ 

２８日（水）難聴グループ指導 15:00～▼ 

７月 ４日（火）都難言協専門研究会▼ 

５日（水）全体グループ指導 15:00～ 

７日（金）１学期通級指導 終 

  １０日（月）指導振替・面談 始 

１１日（火）都難言協ﾌﾞﾛｯｸ研究会▼ 
１２日（水）授業改善研究会▼ 

  １４日（金）指導振替・面談 終 

９月 ４日（月）２学期通級指導 始 

 ５日（火）都難言協ﾌﾞﾛｯｸ研究会▼ 

１２日（火）吃音グループ指導 15:30～▽ 

１３日（水）難聴グループ指導 13:45～▼ 

１６日（土）ことばきこえ相談日 

１９日（火）第六小学校 振替休業日◆ 

  ２７日（水）小中連携の日▼ 

 

 

△午前の一部の通級がお休みです ▼午後の通級はお休みです   

▽午後の一部の通級がお休みです ◆全日 通級はお休みです 

 

 

 

令 和 ５ 年 ６ 月   N O . ２ 

東 久 留 米 市 立 第 六 小 学 校 

校 長   内 田  か ほ 里 

ことばの教室・きこえの教室    

今年度もグループ活動が始まりました。児童

や保護者同士の交流を通して、仲間との連帯感

や安心感を育むことや様々な経験を積むことを

目指しています。 

吃音グループ、難聴グループは 5 月に第１回

目を行いました。１年生を迎え、自己紹介やゲー

ムで仲を深めました。高学年のお子さんが積極

的に動き、低学年のお子さんの良い見本となっ

ていました。子供達のアイディアを生かした活

動の場、また日頃の学習の発表の場としていき

ます。 

7 月の全体グループは夏祭りを計画していま

す。仲間との出会いを楽しむことができるよう

期待しています。 

 



＜吃音のあるお子さん＞ 

吃音とは・・・話す時に、「おおおおかあさん」「おーかあさん」「・・おっ・かあさん」となる。  

上記の症状に加え、体を揺らす、勢いをつけながら話す  など 

★言い直しをさせずに、安心して話せる関係作りをしてください。 

 「もう一回言ってごらん」「ゆっくり言ってごらん」等の声かけは、自分の吃音に対してマイナスの

イメージをもたせ、話すことに自信をなくすこともあります。話を最後まで聞いて、内容に着目

し、楽しい会話を心がけてください。 

★せかさず、ゆったりとした関わりを心掛けてください。 

2秒程度間をとって応答することも有効な手立てになります。 

★苦手な場面の対応を子供と話し合ってください。 

 「授業で突然指されるのが苦手」、「音読が苦手」など苦手な場面は子供によって異なります。どう

したら安心して活動に参加できるか、相談してみてください。 

＜難聴のあるお子さん＞ 

難聴とは・・・軽度から重度まで、様々な聴力損失があります。補聴器・人工内耳を装用しながら 

       聞こえを補っています。 

★話し方、座席、視覚的支援が重要です。 

 前から２，３番目の席にする、少し大きめの声で口形を見せながら話す、文字提示やジェスチャー

を用いる、等で聞き取りを補助することが有効です。聞き取れているかを確認してください。 

★安心して話せる環境を作ってください。 

 聞こえにくいことでコミュニケーションがスムーズに行かずに誤解が生じ、自信をなくすことがあ

ります。安心して聞き返したり、話したりすることのできる環境作りが大切です。 

今回は、構音、吃音、難聴について、周りの人たちができる支援や配慮についてお伝えします。 
  

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜発音に誤りがあるお子さん＞ 

発音の誤りとは・・・からす→たらす／さなか→ちゃかな／ちいさい→きいさい  など 

全体的にこもったような感じ／何を言っているかはっきりしない  など 

★言い直しをさせずに楽しいおしゃべりをさせてください。 

 話を最後まで聞いてあげてください。言い直しをさせると、話したい気持ちを損ねるだけでなく無理

に発音をしようとして治りにくいくせを生じさせる危険があります。 

★正しい発音を聞かせてください。 

 発音が誤っていることに気付いたら、周りの大人が正しい発音で、はっきり復唱してあげて聞かせて

あげてください。 

 お子さんのことばやきこえについてご心配なことがあれば、お気軽にお電話でご相談ください。 

 

 問い合わせ先：東久留米市立第六小学校 ことばときこえの教室    

042-477-8891（教室直通） 042-471-5370（学校代表） 

http://www.higashikurume-school01.jp/~dai6-e/ 

http://1.bp.blogspot.com/-jDExent7qNg/VuKDzjp8LDI/AAAAAAAA4v0/XQleHQnXq2Ada2GB24aun__7NdMcyFCRQ/s800/hochouki_girl.png


 

 

 

 

 

東久留米市立第六小学校「ことばの教室・きこえの教室」では、お子さんのことばやきこ

え 

に関するご心配について、相談を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆  うまく発音できない音がある 

 ・「さかな→タカナ、チャカナ」 

  ・「らっこ→ダッコ」 

 ・「からす→タラス」 

  ・「ちいさい→キイサイ」など 

☆  話しことばがはっきりしない 
  話が聞き取りにくい。声が鼻に抜ける。

声がかすれる。 

 

＊公開相談は予約なしで受けられます。 

＊当日、お子様の検査は行っておりません。 

 
 

☆  話しことばのリズムが乱れる 
 ・音を繰り返したり、引きのばしたりする。 

・ことばがつまって出にくい。 

  「おおおおかあさん」 

「おーかあさん」 

「・・おっ・かあさん」など 

☆  きこえに心配がある 
・テレビの音を大きくする。 

・呼んでもふり向かない。 

・耳鼻科検診などで、聴力が下がっている

と言われた。 

・補聴器・人工内耳を装用している。 

☆  ことばの発達に遅れや偏りがある 
・ことばの発達が遅い。 

・言いたいことをうまくことばで表現できな 

い 

・話の内容を、理解できないことがある 

・文字の書き誤りが多い 

・話すことに比べて読み書きが苦手 


